
 ３年 世界史Ａ 課題（４／１７－２３） 
 

世界史Ａは、教科書Ｐ５６の大航海時代から始めます。初めて世界史を学習 

するので、先週配信した課題では、まず世界地図の国名を把握してもらいまし

た。 

 世界史の学習では、地図が命です。新学期

が始まったら資料集（タペストリー）の地図を常に活用しながら授業をしていき

ます。 

 

＊教科書Ｐ５６-５７を読みながら、空欄（ １ ）～（ ６２ ）に適する語句をルーズリ

ーフに書きなさない。ただし、文中に空欄に入る語句が出ている場合がある。 

 

＊問１・２の解答をルーズリーフに書きなさい。 

 

＊学習する語句をまずは知っておいてほしいので、このような形式の課題にしまし

た。新学期が始まったら詳しく解説していきます。 

 

＊ただ空欄を埋めることだけに注力するのではなく、文章の意味をできるだけ把握

しながら進めてください。 

 

＊１学期の世界史Ａの初回の授業で提出すること。 

 

大航海時代（Ｐ５６-57） 

 十字軍以来、（１   ）では（２   ）の調味料・香料・（３   ）などとして、（４   ）産の（５   ）

の需要が増大した。しかし、（５   ）商人と（６   ）商人の手を経由する（７   ）では、その価

格が原価よりはるかに（８   ）なるため、直接アジアにいこうとする動きがおこった。（９   ）

の改良、（１０   ）・（１１   ）技術の進歩、諸侯をおさえて中央集権化を開始した（１２   ）の

援助、利益を求める市民の活動などがヨーロッパの海外進出を促進した。 

 最初に海外進出をはじめたのは、（１３   ）と（１４   ）であった。アフリカ西岸の探検をすす

めたポルトガルでは、1488年に（１５   ）がアフリカ南端の（１６   ）に到達し、 



（１７   ）年、（１８   ）が（１９   ）の（２０   ）に到達してインド航路をひらいた。スペインの

援助で（２１   ）出身の（２２   ）は、（２３   ）年に大西洋を横断して現在の（２４   ）島に

達し、（２５   ）の部下は（２６   ）をはじめて達成した。こうして新航路をひらいたスペイン・

ポルトガルは、たがいに競争しながら、スペインはおもに（２７   ）と（２８   ）へ、ポルトガル

はおもにアジアと（２９   ）へ進出した。 

当時ヨーロッパで急激な（３０   ）増加があったことや、スペインが南北アメリカから大量の

（３１   ）をもたらしたことにより、ヨーロッパでは地域による差があったものの、（３２   ）と

よばれる（３３   ）がおこった。これにより商工業が活気づいたが、固定地代を収入源としてい

た領主は打撃を受けた。ポルトガルは香辛料の（３４   ）で利益をあげ、都の（３５   ）は 16

世紀前半に世界貿易の中心地になった。大航海時代には、商業が世界規模に拡大し、ヨーロッパ

の商業の中心も、（３６   ）から（３７   ）へ移動していった（３８   ）。 

 

世界の一体化（Ｐ５７） 

ポルトガルはアジアに進出し、すでにつくられていた商業ルートに参入した。中国南部の港で

ある（３９   ）を拠点に、（４０   ）をとる（４１   ）と交易し、日本の（４２   ）、中国の（４

３   ）・（４４   ）、インドの（４５   ）、インドネシアの（４６   ）を取引する（４７   ）で利益

を上げた。また、アフリカ大陸から南北アメリカ大陸へ黒人を送る（４８   ）にも従事し、ブラジ

ルからアフリカ沿岸、モルッカ諸島に及ぶ貿易ルートを開拓した。こうしてポルトガル・スペイン

の海外進出により、アジア・アフリカ・南北アメリカ大陸が商業によってむすびつけられ、ヨーロ

ッパを中心とする（４９   ）がはじまった。 

なお、16世紀には（５０   ）が毛皮を求めて（５１   ）への進出を開始した。ヨーロッパの拡

大は海路のみならず陸路からもおこなわれたのである。 

 

大航海時代の日本（Ｐ５７） 

 １６世紀なかごろに（５２   ）が（５３   ）に漂着して（５４   ）が日本に伝わり、戦国時代の

日本の戦法が変化し国家統一が促進された。また、（５５   ）の（５６   ）が鹿児島にきて（５

７   ）を伝えた（５８   ）年。その後日本では、（５９   ）もあらわれ、日本人の使者が（６０    

のもとに派遣されるいっぽう、宣教師やポルトガル商人・スペイン商人によってヨーロッパの文

化がもたらされた。また、戦国時代から江戸時代の初期には日本人もさかんに（６１   ）に進出

して貿易をおこない、各地に（６２   ）がつくられた。 

 

問１ 香辛料の代表を一つ答えなさい。Ｐ５６のページ数の上の文章をよく読んで答えなさい。 

問２ コロンブスはトスカネリが唱えたある説を信じた。何という説か、Ｐ５６のページ数の上の

文章をよく読んで答えなさい。 

 


